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第58回通常総会�

JA綱領を斉唱する農協役職員�

議案説明を受ける組合員� 水沼 猛さん（大成）を議長に慎重な審議がなされた第58回通常総会�

ジュニアグランドチャンピオン�
HEF  ロイター  アス　ハイエストファーム（大成）�

シニアグランドチャンピオン�
ヒルタビュー  リーダー  パステル　蛭田健太郎（本別）�

纐纈組合長、水沼会長を囲んで記念撮影�
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計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
が
続
く
な
か
、
タ
イ
プ
別
生
乳
生
産
計
画
や
消
費

拡
大
を
重
点
と
し
て
六
月
一
日
、
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
第
五
十
八
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

総
会
に
は
組
合
員
一
六
〇
名
が
出
席
。
開
会
を
告
げ
る
纐
纈
組
合
長
は
「
昨
年
、
生
産
は
伸
び
た
が

消
費
は
伸
び
ず
、
三
月
の
緊
急
対
策
に
よ
り
全
道
で
八
九
二
ｔ
の
生
産
抑
制
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

も
あ
り
当
農
協
の
生
乳
生
産
は
二
年
連
続
の
減
産
、
農
協
経
営
も
厳
し
く
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
。
十
八
年
度
か
ら
は
中
長
期
計
画
を
掲
げ
、
事
業
機
能
を
高
め
る
と
と
も
に
営
農
部
の
復
活
で

指
導
部
門
の
強
化
を
図
る
。
計
画
生
産
で
は
生
産
乳
量
に
注
視
さ
れ
、
組
合
員
皆
様
の
鋭
い
視
線
を
受

け
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
総
会
で
は
〇
六
年
度
計
画
と
し
て
①
酪
農
飼
料
基
盤
拡
大
推
進
事
業
②
生
涯
能
力
を
高
め
る

乾
乳
期
対
策
③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
④
環
境
に
優
し
い
糞
尿
処
理
対
策
⑤
牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡

大
運
動
の
五
つ
が
重
点
項
目
と
し
て
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
本
総
会
で
は
良
質
乳
生
産
共
励
会
、
永
年
勤
続
職
員
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
深
瀬
行
雄
さ

ん
（
西
竹
）
が
良
質
乳
共
励
会
の
最
優
秀
賞
と
乳
質
成
績
特
別
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。
朝
長
能
成
さ
ん

（
前
購
買
事
業
部
長
）
に
は
永
年
勤
続
職
員
と
し
て
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
た
。

生
産
計
画
、
消
費
拡
大
な
ど
を
承
認
、

新
年
度
に
五
つ
の
重
点
項
目
が
示
さ
れ
て

議長を務めた水沼猛さん

受付を済ませて総会に臨む組合員

開会時間も近づき混み合う受付

第
五
十
八
回

通
常
総
会
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上質乳出荷奨励グループ表彰
代表者　小林和之さん（養老牛）

良質乳共励会、乳質成績特別賞を受賞
深瀬行雄さん（西竹）

永年勤続表彰　朝長能成さん

開会を告げる纐纈組合長

議案説明を受ける組合員

来賓祝辞
別海町長　佐野力三様

出席者全員によるJA綱領斉唱

JA綱領を斉唱する役職員

来賓祝辞
中標津町長　西澤雄一様

厳しい表情で総会に臨む農協役員
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計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
第
四
十

四
回
を
迎
え
た
乳
牛
総
合
共
進
会
を
六
月

九
日
農
協
共
進
会
場
に
て
開
い
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
降
り
続
く
雨
に
開

催
延
期
も
想
定
さ
れ
た
が
、
く
も
り
空
の

な
か
組
合
員
四
十
三
戸
一
○
五
頭
の
乳
牛

が
出
品
さ
れ
、
今
年
も
若
い
世
代
の
活
躍

が
際
立
つ
共
進
会
と
な
っ
た
。

今
年
の
審
査
員
に
は
、吉
川
要
氏（
㈱
ラ

イ
ブ
ス
ト
ッ
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
を

招
き
、
厳
正
な
審
査
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。
さ
ら
に
、

沼
倉
由
希
さ
ん（
販
売
部
）が
デ
イ
リ
ー
ク

イ
ー
ン
を
務
め
、共
進
会
を
盛
り
上
げ
た
。

審
査
結
果
は
、
第
四
部
（
二
十
一
〜
二

十
四
ヶ
月
未
満
）
を
制
し
た
ハ
イ
エ
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
出
品
の
〝
Ｈ
Ｅ
Ｆ
ロ
イ
タ
ー
ア

ス
〞
が
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
。
第
十
部
を
制
し
た
蛭
田
健
太
郎
さ
ん

出
品
の
〝
ヒ
ル
タ
ビ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
パ
ス

テ
ル
〞
が
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
と
な
っ
た
。

尚
、
ハ
イ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
は
、
先
日

開
催
さ
れ
た
全
道
ブ
ラ
ッ
ク
に
お
い
て
も

一
等
一
席
と
な
る
ほ
ど
ジ
ュ
ニ
ア
で
は
無

敵
の
強
さ
を
誇
り
、一
方
の
蛭
田
さ
ん
は

第
十
八
回
乳
牛
総
合
品
評
会
出
品〝
ヒ
ル

タ
ビ
ュ
ー
レ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
リ
リ
ー
〞
以
来
二
十
六
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な

り
、
昨
年
の
北
村
さ
ん
に
続
い
て
二
年
連
続
で
本
別
地
区
が
シ
ニ
ア
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

ま
た
、
同
会
場
で
は
和
牛
共
進
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
第
一
〜
三
部

ま
で
の
全
十
八
頭
が
審
査
さ
れ
、
審
査
員
の
白
鳥
英
憲
氏
（
根
室
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
の
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
に
出
品
者
や
関
係
者
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
た
。

ジュニア無敵のハイエスト、�
　　シニアは26年ぶりの快挙ヒルタビュー�
ジュニア無敵のハイエスト、�
　　シニアは26年ぶりの快挙ヒルタビュー�
ジュニア無敵のハイエスト、�
　　シニアは26年ぶりの快挙ヒルタビュー�
ジュニア無敵のハイエスト、�
　　シニアは26年ぶりの快挙ヒルタビュー�

シニアリザーブチャンピオン

ジュニアグランドチャンピオン

ジュニアリザーブチャンピオン

シニアグランドチャンピオン

10部1位　ヒルタビュー リーダー パステル
（蛭田健太郎）

9部1位　スターフィールド ヒンペル ビーナス ルキア
（星 野 淳）

4部1位　HEF  ロイター アス
（ハイエストファーム）

1部1位　アンナマナー ミックス セプテンバー
（本田　敏明）

審査員：吉川　要氏

デイリークイーン：
沼倉由希さん
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第44回ＪＡ計根別乳牛総合共進会

1部25頭が出品!!
共進会で一番の激戦区

緊張の一瞬!!
チャンピオン牛は?

団体優勝を果たした
東部地区

開会を告げる西塚副組合長

若い世代の参加も増えた
共進会

会場狭しと
105頭が出品された共進会

出場前の最終調整!!（左：鈴木直良くん、右：後藤　順くん）

和牛共進会の審査員は白鳥英憲氏（普及センター） 審査内容が気になる担当職員

7部になると出品牛も迫力満点!! 吉川氏のジャッジ「この牛に決めた!!」

審査員の視線が気になるチャンピオン戦出場者 チャンピオン戦も大詰め、
選ばれた3頭からチャンピオンが



五
月
三
十
一
日
（
水
）
中
標
津
町
〝
し
る
べ
っ
と
〞
に
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
四
名
の
部
員
が
参
加
。
乳
製
品
を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
に

挑
戦
し
た
。
交
流
会
は
五
班
に
分
か
れ
て
各
農
協
女
性
部
員
と
の
交
流
を
意

識
し
た
班
編
成
と
な
っ
た
。

今
回
挑
戦
し
た
料
理
は
『
な
め
ら
か
プ
リ
ン
』『
裏
ワ
ザ
・
レ
ア
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
』『
ハ
ム
と
チ
ー
ズ
の
ロ
ー
ル
巻
き
』『
マ
ン
ゴ
ー
シ
ェ
イ
ク
』
の
四

品
目
。

各
班
で
協
力
し
な
が
ら
作
業
が

進
め
ら
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
上

が
り
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
試
食
タ
イ
ム
で
は

「
こ
れ
は
子
ど
も
の
お
や
つ
に
い

い
ね
」「
こ
れ
簡
単
で
よ
か
っ
た

ね
」
と
参
加
者
も
大
満
足
。
試
食

中
も
料
理
、
仕
事
、
子
供
、
地
域

の
話
な
ど
で
会
話
も
弾
む
美
味
し

く
、
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。

地区女性協フレッシュミズ交流会
～ＪＡ根室地区女性協議会 フレッシュミズ～
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六
月
六
日
（
火
）
別
海
町

に
て
緑
会
健
康
研
修
会
を
開

い
た
。

当
日
は
、
緑
会
会
員
六
名

が
参
加
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と

温
泉
を
楽
し
ん
だ
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
は
緑
会

会
員
四
名
、事
務
局
が
参
加
。

自
分
の
思
う
よ
う
に
玉
が
飛

ば
ず
苦
労
す
る
人
や
ロ
ン
グ

パ
ッ
ト
を
決
め
て
得
意
気
な

人
な
ど
様
々
で
し
た
が
「
こ

う
や
っ
て
皆
で
笑
い
な
が
ら

体
を
動
か
す
と
気
持
ち
い
い

ね
」「
み
ん
な
で
こ
う
や
っ

て
集
る
と
楽
し
い
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

西
竹
地
区
の
須
藤
満
寿
子
さ

ん
が
一
位
、
二
位
が
一
打
差

で
大
成
地
区
の
笹
島
さ
ん
と

な
り
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
終
了
後
は
、
郊

楽
苑
へ
と
移
動
し
て
食
事
会
と
温

泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
食
事
中
も

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
感
想
や
先
日
行

わ
れ
た
五
十
周
年
の
旅
行
話
し
で

会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
温
泉
に
ゆ
っ
く
り

と
浸
か
り
、
午
前
中
の
疲
れ
を
癒

し
て
い
ま
し
た
。

パークゴルフと温泉で体をリフレッシュ
～女性部緑会　健康研修会～

ロール巻きにチャレンジする
佐久間奈美さん（大成）

各JA女性部員との交流を図る大澤智子さん（本別）見事に完成!! ハムとチーズのロール巻き

ナイスショット? 小林誉子さん（大成）

パークの後も楽しい昼食会 パークゴルフを楽しむ緑会会員



平成18年度ＪＡ根室地区女性部研修会、
根室地区女性協50周年記念式典・祝賀会

六
月
十
六
日
（
金
）
中
標
津
町
寿
宴
に
て
平
成
十
八
年
度
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
部

研
修
会
、
根
室
地
区
女
性
協
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

研
修
会
で
は
『
輝
く
あ
な
た
へ
』
と
題
し
て
、
音
楽
療
法
士
の
高
本
恭
子
氏
か
ら

講
演
を
受
け
、
音
楽
医
療
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め
た
。

こ
の
講
演
も
歌
を
通
じ
て
笑
い
や
涙
あ
り
の
内
容
と

な
り
、
話
と
歌
詞
で
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
涙
を
流
し
、
鼻

水
を
す
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
も
っ
と
も
っ
と
話
を
聞
き
た
か
っ
た
」
と

話
さ
れ
る
ほ
ど
心
に
残
る
講
演
会
と
な
っ
た
。

式
典
で
は
、
水
沼
和
子
会
長
が
式
辞
を
述
べ
、
第
六

代
会
長
北
村
照
子
さ
ん
（
計
根
別
）、
第
七
代
会
長
横

田
純
子
さ
ん
（
中
標
津
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
、
花
束

が
贈
呈
さ
れ
、
北
村
照
子
さ
ん
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
移
る
と
Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部
が
「
お
祭
り
マ

ン
ボ
」
を
披
露
、
祝
賀
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

7

ＪＡ計根別女性部

音楽医療図書
貸出!!

ＪＡ計根別女性部では、先日開かれたＪＡ根室地区女性協議会設立50周年記念講演会にて出席者か

ら大好評となった音楽療法士高本恭子氏の音楽医療図書を貸し出します。興味のある方は女性部事務

局までお申し出下さい。

尚、本書は各１冊しか用意しておりませんので、ご理解のほど宜しくお願いします。

（お問い合わせ先） 女性部事務局（営農部組織広報係） 加藤敬枝まで

大盛況となったJA計根別女性部「お祭りマンボ」 料理を囲んで50周年を祝う女性部員

音楽医療を学ぶ女性部員音楽療法士高本恭子氏の講演歴代会長の北村照子さんに花束贈呈祝賀会にて女性部綱領を斉唱



六
月
十
三
日
、
計
根
別
農

業
協
同
組
合
で
は
、
今
年
も

中
標
津
農
業
高
等
学
校
か
ら

十
一
名
の
生
徒
を
実
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
た
。

受
入
式
は
、
農
協
駐
車
場

で
行
わ
れ
、
農
協
を
代
表
し

て
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
知
ら

な
い
家
で
の
生
活
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
こ
の
実
習
が
何

か
の
役
に
立
つ
と
思
い
ま

す
。
期
間
中
頑
張
っ
て
下
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。

生
徒
か
ら
は
「
準
備
を
進

め
て
く
れ
た
農
協
、
学
校
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
十
日
間
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
元
気
一
杯
に
挨
拶
。

そ
の
後
、
九
名
の
生
徒
は
酪
農
実
習
生
と
し
て
受
入
先
の
組
合

員
さ
ん
宅
へ
、
二
名
に
つ
い
て
は
農
協
の
各
店
舗
で
企
業
実
習
生

と
し
て
受
入
さ
れ
、
十
日
間
の
実
習
期
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。

テーブルマナーを学び、
料理を楽しんだ講習会
～女性部青葉会～

六
月
十
二
日
（
月
）
Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性

部
青
葉
会
で
は
、
虹
別
の
ヘ
ル
ゼ
ル
グ
ラ

ウ
ス
マ
ナ
ー
に
て
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習

会
を
開
い
た
。

当
日
は
十
四
名
の
会
員
が
参
加
。
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
最
低
限
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

講
習
会
は
、
味
元
会
長
の
挨
拶
で
開
会

さ
れ
、
ヘ
イ
ゼ
ル
グ
ラ
ウ
ス
マ
ナ
ー
の
大

庭
さ
ん
か
ら
『
荷
物
の
置
き
場
所
』、『
フ

ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
の
使
う
順
番
や
肉
用
と

魚
用
の
違
い
』『
グ
ラ
ス
の
種
類
』
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
実
技
へ
。

実
技
と
な
る
コ
ー
ス
の
一
品
目
は
『
魚

介
類
と
豆
の
サ
ラ
ダ
』
指
示
さ
れ
た
ナ
イ

フ
、フ
ォ
ー
ク
、ス
プ
ー
ン
で
食
事
開
始
。

参
加
者
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
「
こ
れ
は
ど
う
や
っ
て
食
べ
れ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
？
」「
食
べ
終
わ
っ
た
後
は
ナ
イ

フ
と
フ
ォ
ー
ク
は
ど
う
や
っ
て
置
け
ば
い
い
の

だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
に
思
っ
た
事
は
全
て
質
問

し
て
い
ま
し
た
。

二
品
目
は
『
冷
製
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ス
ー
プ
』、

メ
イ
ン
は
『
阿
寒
ポ
ー
ク
の
ロ
ー
ス
ト
』
か

『
白
身
魚
の
ポ
ワ
レ
』
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
で
料
理
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
デ
ザ
ー
ト
へ

『
プ
リ
ン
』
『
白
ゴ
マ
の
ブ
ラ
ン
マ
ン
ジ
ェ
』

『
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
』
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
一

品
、
迷
っ
た
す
え
に
最
後
の
一
品
が
注
文
さ
れ
、

デ
ザ
ー
ト
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
い
講
習
会
を

終
え
た
。

今年も農高生11名を受入 中標津農業高等学校酪農・企業実習

デザートを食べる頃には、いつもの表情が戻りました

グラスの種類を説明する大庭氏
テーブルマナーを学ぶ女性部員。

少し緊張ぎみ？

纐纈組合長から激励の言葉が贈られて

生徒代表挨拶「10日間頑張ってきます」 10日間の実習に臨む11名の生徒

8
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五
月
三
十
日（
火
）

中
春
別
阿
部
工
房

（
代
表
阿
部
郁
子
さ

ん
）
に
て
押
し
花
研

修
会
を
開
い
た
。

手
つ
な
ぎ
の
会
で

は
、
毎
月
七
十
歳
以

上
の
組
合
員
家
族
へ

絵
手
紙
を
送
付
し
て

い
ま
す
。今
回
は
、絵

が
苦
手
な
人
で
も
押

し
花
で
な
ら
簡
単
に

誕
生
日
カ
ー
ド
を
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
発
想
が

キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
阿
部
工
房
で
の
研
修
会
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
建
物
に
入
る
と
沢
山
の
押
し
花
や
マ
カ
ロ
ニ
を
使

っ
た
作
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
手
つ
な
ぎ
の
会
員
も
こ
れ
に

は
ビ
ッ
ク
リ
！
「
あ
ら
ー
す
ご
い
」
と
言
う
声
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。

一
通
り
の
作
品
を
見
た
後
、
ハ
ガ
キ
に
貼
る
押
し
花
シ
ー

ル
作
り
へ
。
色
々
な
種
類
の
押
し
花
を
使
っ
て
作
品
づ
く
り

に
取
り
組
み
「
こ
れ
な
ら
あ
た
し
も

楽
し
く
出
来
そ
う
だ
わ
」「
こ
れ
楽

し
い
か
ら
黙
々
と
や
っ
ち
ゃ
う
ね
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
が
活
か
さ
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
完
成
。

ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
参

加
者
か
ら
「
こ
れ
あ
た
し
の
力
作
。

見
て
！
」「
こ
れ
素
敵
じ
ゃ
な
い
！
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、
と
て

も
楽
し
く
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

六
月
八
日
（
木
）
Ｊ
Ａ
計
根
別
手
つ

な
ぎ
の
会
で
は
、
北
見
地
区
女
性
協
議

会
と
の
交
流
会
を
行
っ
た
。

当
日
は
、

北
見
か
ら
事

務
局
を
含
め

て
十
八
名
の

会
員
が
計
根

別
を
訪
れ
、

手
つ
な
ぎ
の

会
か
ら
十
三

名
の
会
員
が

出
席
し
た
。

交
流
会
は
、
水
沼
会
長
と
北
見
地
区

女
性
協
議
会
会
長
粟
崎
会
長
か
ら
の
挨

拶
で
開
会
さ
れ
、
手
つ
な
ぎ
の
会
の
活

動
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
に
て
紹
介
、
説
明

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
北
村
さ
ん
の
手
作
り
介
護

用
品
が
紹
介
さ
れ
、
北
見
地
区
協
議
会

の
会
員
も
自
ら
が
介
護
用
品
を
身
に
着

け
「
こ
ん
な
風
に
な
る
ん
だ
」
と
実
用

性
の
高
い
介
護
用
品
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。

場
が
和
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
引
き
続
き

北
村
さ
ん
に
よ
る
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム

ケ
ー
ス
を
使
っ
た
人
形
作
り
と
な
っ

た
。
今
回
は
『
お
ひ
な
様
』
と
『
こ
い

の
ぼ
り
』
作
り
に
挑
戦
！
手
つ
な
ぎ
の

会
会
員
が
人
形
づ
く
り
の
手
伝
い
を
行

っ
た
。
会
場
か
ら
「
こ
れ
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？
」「
顔
は
ど
ん
な
風
に
書

け
ば
い
い
の
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に

答
え
る
手
つ
な
ぎ
の
会
会
員
。
話
を
し

て
い
く
う
ち
に
、
お
互
い
が
地
域
の
話

で
盛
り
上
が
り
、
人
形
づ
く
り
を
通
じ

て
会
員
相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。

出
来
上
が
っ
た
人
形
も
「
あ
ら
可
愛

い
ね
」「
こ
れ
見
本
に
負
け
な
い
位
め

ん
こ
い
わ
」
と
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
、

北
見
地
区
の
会
員
も
と
て
も
満
足
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

手つなぎの会押花研修会

北見地区女性協との交流会

押し花シールにチャレンジする手つなぎ会員

熱心に指導する阿部郁子代表

昨年度の活動内容を説明する事務局

手作りの介護用品を紹介する
北村照子さん

手つなぎ会員自らが人形づくりを指導

人形作りを通じて交流も深まりました



新銘柄で肥料推進

年部　　　版�

購
買
事
業
部
と
青
年
部
で
は
、
新
年
度
を
迎
え
系
統
肥
料
の
積
極
的
な
推
進
を

図
る
べ
く
、六
月
二
日
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
二
階
会
議
室
に
て
肥
料
学
習
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
青
年
部
員
や
農
協
職
員
ら
二
十
名
が
出
席
。
講
師
と
し
て
ホ
ク
レ
ン

生
産
資
材
課
吉
田
課
長
、
芹
沢
係
長
、
ホ
ク
レ
ン
肥
料
か
ら
は
野
田
氏
を
招
き
肥

料
原
料
情
勢
や
新
銘
柄
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

特
に
、
新
銘
柄
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
〝
よ
う
り
ん
入
り
肥
料
〞
で
は
、
放
牧
地

の
施
肥
管
理
や
ス
ラ
リ
ー
施
用
を
考
慮
し
た
内
容
に
参
加
者
も
興
味
を
示
し
、
農

協
と
し
て
対
策
費
も
講
じ
ら
れ
る
な
ど
青
年
部
員
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

最
後
に
、
近
年
は
減
肥
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
と
し
て
は
系
統

肥
料
の
シ
ェ
ア
を
高
め
、
取
扱

数
量
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

青
年
部
で
は
、
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
六
月
十
三
日
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
い
た
。

交
流
会
は
、
支
部
対
抗
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
い
に
く
の
天
候
に
よ
り
中
標
津
町

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
親
睦
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
と

変
更
さ
れ
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
は
、
部
員
約
二
十
名
が
参
加
。

三
十
歳
以
上
と
以
下
に
分
か
れ
て
二
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、

試
合
に
移
る
と
先
輩
、
後
輩
を
忘
れ
て
激
し
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
ゲ
ー
ム
中
は
運
動
不
足
か
ら
何
度
も
転

倒
す
る
青
年
部
員
な
ど
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
の
続
出
に
会

場
か
ら
大
き
な
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
。

結
果
は
、
動
き
の
い
い
若
者
を
抑
え
て
、
三
十
歳
以
上

の
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
何
と
か
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
が
、
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

バ
ス
ケ
で
親
睦
を
深
め
た
交
流
会

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

新銘柄で肥料推進
JA計根別青年部肥料学習会

肥料原料情勢や新銘柄を学ぶ出席者。説明はホクレン吉田課長

本年も系統肥料自主推進に取り組む青年部員

グーとチョキでチーム決め!!  結局は若者VS年寄り

後半戦も体力が衰えない若者チーム

10
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六
月
十
三
日
、
青
年
部
で
は
十
八
年
度
に
二
名
の
新
入
部

員
を
迎
え
、
毎
年
恒
例
と
な
る
新
人
歓
迎
会
を
中
標
津
町
ウ

エ
ス
タ
ン
に
て
盛
大
に
開
い
た
。

当
日
は
、
青
年
部
員
四
十
一
名
が
出
席
。
開
会
を
告
げ
る

鈴
木
副
部
長
か
ら「
今
年
は
二
名
の
部
員
が
入
部
し
ま
し
た
。

本
年
も
消
費
拡
大
を
メ
イ
ン
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
が
、
青

年
部
一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
同
会
場
に
は
農
協
新
人
職
員
も
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
自
己
紹
介
が
な
さ
れ
た
後
に
、
新
た
な
仲
間
と
焼
肉
を

囲
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

Ｊ
Ａ
計
根
別
青
年
部
と
上
春
別
青
年
部
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
内
容
を
学
び
、
お
互
い
の
青
年
活
動
の
充

実
を
図
る
べ
く
六
月
十
六
日
中
標
津
町
西
陣
に
て
青
年

部
懇
談
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
両
青
年
部
の
三
役
ら
十
三
名
が
出
席
。
懇

談
会
に
移
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
部
か
ら
総
会
議
案
が

提
出
さ
れ
、
昨
年
度
の
活
動
内
容
や
事
業
計
画
が
説
明

さ
れ
た
。
そ
こ
で
共
通
の
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
消
費
拡
大
事
業
、
新
年
度
の
取
り
組
み
内
容
に

興
味
を
示
し
、
お
互
い
の
取
り
組
み
を
参
考
に
事
業
が

推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
青
年
部
間
で
の
親
睦
を
深
め
、
近
隣

の
Ｊ
Ａ
と
い
う
こ
と
か
ら
も
合
同
企
画
・
開
催
に
よ
る

新
た
な
事
業
展
開
（
視
察
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
も
検
討

さ
れ
る
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
っ
た
。

上春別青年部との親睦を深めて
青年部懇談会

小西　宏晃（大成）
趣味・特技／マージャン

斉藤　剛士（大成）
趣味・特技／牛に水を飲ませる事

新入部員 新入部員

新たな仲間を迎え、活気溢れる青年部
ＪＡ計根別青年部　新人歓迎会

お互いの青年活動を学び、情報交換もなされた懇談会
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中村  勝彦（本別支部）�
S43.８.21生  37歳�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．テレビ観賞�
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？�
Ａ２．寝ること�
Ｑ３．好みの女性は？�
Ａ３．奥さん�
Ｑ４．将来の目標は？�
Ａ４．経営安定�
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？�
Ａ５．住宅を建てること�
Ｑ６．友達を紹介してください�
Ａ６．佐藤　真くん�
Ｑ７．なぜ佐藤くんを選んだのですか？�
Ａ７．同じ本別だから…�

　今月の逸品館は、一見誰もが自転車と錯
覚する原動機付自転車“HONDA PEOPLE”
の紹介です。�
　この逸品は、昭和59年に販売が開始され、
自転車ベースの車体で新感覚の乗り物とし
て注目を集めました。また、レバー操作ス
ロットルによる超小型２サイクル24㏄エン
ジンを搭載。急な坂道はペダル併用を必要
としますが、通常の走行には問題なし!!�
　PEOPLEは、15年前に奥さんの実家（標
茶）から譲り受けたと聞いております。オ
ーナーは「これを自転車として乗るときも
ヘルメットがいるのかな？」と日々悩んで
いるそうです。自宅でもこの愛車は“ベン
ツ”という愛称が付けられ、家族からも大
事にされています。�
　これからも“HONDA PEOPLE”を家族
の一員として大切にしてください。�
�

HONDA PEOPLE �
年　式　昭和59年式　　エンジン　空冷２サイクル単気筒　　排気量　24㏄　　馬力　0.7 PS�
重　量　24㎏　　　　　価格（当時）　59,800円　　　　　　 　燃　費　オーナー推測値　50㎞／r�
お気に入り　ペダルを漕ぎ、ビスモーターを始動させるところ�
思　い　出　何年か前にバイク屋から70,000円で譲ってくれと言われたが「珍しいものだから絶対に�
　　　　　　手離さない」とオーナーは話したそうです。�
�
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竹
村
牧
場
で
法
人
経
営
を
学
び
、

親
睦
を
深
め
た
視
察
研
修

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
視
察
研
修

六
月
二
十
一
日
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、

Ｊ
Ａ
中
標
津
で
昨
年
十
月
よ
り
搾
乳
を
開
始
し
た

竹
村
牧
場
（
ア
ウ
ル
サ
ー
ク
ル
）
を
視
察
し
た
。

こ
の
牧
場
は
、
女
性
酪
農
後
継
者
で
あ
る
竹
村

絵
里
さ
ん
が
経
営
全
般
を
任
さ
れ
、
経
産
牛
九
十

頭
、
本
年
度
の
生
乳
生
産
も
七
五
〇
ｔ
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。
施
設
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
と
通
路
を

挟
ん
で
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
と
給
餌
場
が
独
立
し
て

設
置
さ
れ
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
既
存
牛
舎
を

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、こ
こ
で
の
経
営
ス
タ
イ
ル
は
育
成
部
門
と
搾
乳
部
門
を
分
業
化
し
た
法
人
経
営
、

父
親
で
あ
る
富
夫
氏
が
育
成
牛
四
〇
〇
頭
を
管
理
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
生
産
調
整

が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
当
初
計
画
（
七
五
〇
ｔ
）
か
ら
四
十
二
％
の
生

産
抑
制
が
指
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
竹
村
絵
里
さ
ん
と
は
昨
年
よ
り
交
流
が
始
ま
り
、
今
で
は
え
ふ
の
一
員
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
こ
の
関
係
を
大
切
に
し
て
、
女
性
後
継
者
の
活
躍

で
根
室
酪
農
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
六
日
（
火
）
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で

は
、
中
標
津
町
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
乳
肉
製
品
加
工
研
修
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
会
員
四
名

が
出
席
。
み
ん
な
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

初
め
は
、
メ
ン
バ
ー
も
何
度
か
経
験
の
あ

る
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
、お
肉
を
適
当
に
切
り
、

香
辛
料
と
一
緒
に
ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
合
わ
せ
、

肉
を
腸
へ
詰
め
る
と
い
う
一
連
の
作
業
も
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
と
手
際
の
良
さ
で
無
事
終
了
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
で
は
、
用
意
さ
れ

た
材
料
を
ア
イ
ス
ク
リ
ー
マ
ー
に
入
れ
、
ひ

た
す
ら
練
り
合
わ
せ
る
単
純
作
業
が
続
い
た
。

し
か
し
、
作
業
中
も
明
る
い
会
話
で
笑
い
が

耐
え
な
い
楽
し
い
研
修
会
と
な
っ
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
出
来
上
が
り
、
一
時

間
程
の
待
ち
時
間
に
昼
食
と
な
っ
た
。
デ
ザ

ー
ト
に
は
、
先
ほ
ど
作
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
変
え
な
が
ら
三
回
、
四

回
と
〝
お
か
わ
り
〞
の
連
続
「
美
味
し
い
け

ど
、
こ
ん
な
に
食
べ
て
大
丈
夫
か
な
？
」
と

不
安
が
る
メ
ン
バ
ー（
色
々
な
意
味
で
）。で

も
、
残
さ
ず
全
部
食
べ
ま
し
た
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
、

ア
イ
ス
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
乳
肉
製
品
加
工
研
修
会

竹村さんを囲んで記念撮影

JA中標津のポジティブリスト台帳に
興味津々

牛舎や施設などを説明する
竹村絵里さん

親切に牧場内を案内する竹村氏

そろそろソーセージづくり開始!!慣れた手付きで作業を進めるメンバー



『消費拡大を呼び掛け、�
　　　　大いに盛り上がる地区品評会』�

白黒通信�
計根別乳牛改良連合会�

『消費拡大を呼び掛け、�
　　　　大いに盛り上がる地区品評会』�

主催／養老牛町内連合会�

と　　き／平成18年6月2日F　　出陳頭数／31頭　　審 査 員／ＧＨ北海道道東事業所　次長　千葉　義博氏�

�

第60回養老牛地区乳牛品評会�

主催／本別地区協議会・本別酪農同志会�

と　　き／平成18年6月4日A　　出陳頭数／46頭　　審 査 員／佐々木　信氏（上春別酪農家）�

�

第23回本別地区乳牛共進会�

【グランドチャンピオン】ケネカランド　マーティー　エル　イヴ　　　本 田 　勉�
【リザーブチャンピオン】ケネカランド　ブライト　エルフィン　　　　本 田 　勉�
�

養老牛地区　消費拡大活動�

　６月とは思えない寒さの中
での共進会、出品者は寒さに
震えながら牛のリードを行っ
た。また、参加賞やジャッチ
ングの景品として用意された
乳製品引換券（牛乳・乳製品
消費拡大）の配布に子供たち
も大喜びの共進会となった。�

【シニアグランドチャンピオン】ラウンド　ジュラー　　　　　　　　　　中垣　隆二�
【シニアリザーブチャンピオン】ＤＨ　セーフティー　ベッカム　　　　　信夫　重勝�
【ジュニアグランドチャンピオン】メモリー　マリオ　ストーリー　　　　　北 村 　篤�
【ジュニアリザーブチャンピオン】メモリー　シュープリーム　ナイン　　　北 村 　篤�
�

本別地区　消費拡大活動�

　共進会終了後、牛乳・乳製
品消費拡大運動としてアイス
クリーム３㎏を参加者で試食
した。当日は天候にも恵まれ、
子供たちから「共進会で美味
しいアイスが食べられて本当
に嬉しかった。来年もまた食
べたい」と大好評でした。�

乳製品引換券をもらって大喜びの子供たち� 「これが引換券!!」�

審査員を囲んで出品者や地域のみんなで記念撮影�

写真左には出品牛を見つめる佐々木兄弟が…� 子供たちは本当にアイスが大好き!! 農協職員も手伝い美味しいアイスの完成!!
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主催／東部地区同志会�

と　　き／平成18年6月5日B　　出陳頭数／34頭　　審 査 員／ＧＨ北海道道東事業所　氏平健太郎氏�

�

第5回東部地区乳牛共進会�

【グランドチャンピオン】スターフィールド　ヒンペル　キャスパー　ロビン　　　星 野 　淳�
【リザーブチャンピオン】メルティリッジ　レジーナ　ロイ　フタゴ　　　　　　　本田　正志�
�

東部地区　消費拡大活動�

　共進会終了後、牛乳・乳製品消費拡大運動の一環として、漆原弘子さんと本田三千代さん手作りのク
リームチャウダーが懇親会場にて参加者全員へ振舞われました。初めてクリームチャウダーを食べた会
員から「シチューより食べやすくて本当に美味しかった。牛乳を使った料理にこんな料理があるのを初
めて知った」と大好評でした。�

審査員：氏平健太郎氏�

計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
は
、
今

年
も
五
十
五
戸
の
組
合
員
か
ら
八
八

九
頭
の
乳
牛
を
モ
ア
ン
牧
場
に
受
け

入
れ
た
。

今
年
は
、
季
節
は
ず
れ
の
雪
や
日

照
不
測
・
低
温
が
影
響
し
て
牧
草
の

伸
び
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

よ
り
四
日
ほ
ど
早
い
六
月
五
日
に
モ

ア
ン
牧
場
の
入
牧
を
行
っ
た
。

当
日
の
天
候
は
く
も
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
合
員
さ
ん
宅
か
ら
牛
を
積
ん

だ
家
畜
車
が
次
々
と
モ
ア
ン
牧
場
へ

到
着
。

牧
場
に
放
さ
れ
た
牛
た
ち
も
広
い

牧
草
地
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
様
子
だ

っ
た
。
下
牧
ま
で
の
入
牧
期
間
は
約

四
ヶ
月
、
入
牧
期
間
中
は
事
故
も
無

く
、
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

15

家畜車に乗った乳牛が次々とモアン牧場へ到着

今年もモアン牧場に889頭の乳牛が
帰って来ました



普及センター通信�普及センター通信�

根室農業改良普及センター�

北根室支所�

272-2163

乳牛の飲水量は十分ですか？

乳牛は毎日、牛乳、糞、尿、呼吸等として大量の水を体外に出しています。それを補うために乳牛は毎日大量の
水を飲みます。飲む水の量は、産乳量、乾物摂取量、塩の摂取量、気温などの影響を受けます。気温が30℃を越え
るような場合、乳量が45㎏／日の牛は１日に123rの水を飲むという研究結果もあります。
これからの時期、乳牛の飲水量が増えてきます。牛は飲みたい時に十分水を飲めないと、飲むことをあきらめて

しまいます。飲水量が減ると飼料の採食量も減り、結果的に乳量の低下につながります。十分に水を飲める環境に
あるか今一度確認して下さい。

１　ウォーターカップの場合

図１　作業時間と飲水量の変化（紋別地区農業改良普及センター技術資料より）
図１は、作業時間と飲水量を調査したものですが、採食後に一斉に水を飲んでいることが分かります。
水道配管が細い場合、一斉に水を飲むと水源から遠いウォーターカップでは十分に水が出なくなります。ウォー
ターカップでは、１分間に10～15rの水を供給できる能力が必要だと言われています。
カップの下にバケツを置いてどれくらい水が出ているか計ってみましょう。
給水量が少ない場合は、
¡配管を50～100㎜の太い物に交換する。
¡牛舎の２階に貯水タンクを設置し、数本の配管で水を供給する。

などの対策を考えて下さい。

２　水槽の場合
フリーストールの場合、水槽の設置には次のような目安があります。水槽の数が足りない場合は、夏の間だけで
もドラム缶などを使った水槽を増設してはどうですか？

¡１グループ当たり最低２カ所必要。
¡水槽は最低20 ～25頭に１つ必要。
¡水を飲みに行くために、牛床15個分（18ｍ）以上歩かせない。

３　きれいな水を飲ませましょう！
サイレージの入ったウォーターカップやエサの沈んだ水槽では牛の飲水量は少なくなります。ウォーターカップ

のヘラの裏など、こまめに掃除をして、いつでもきれいな水を飲めるようにしましょう。

水槽やウォーターカップがこんな風に
汚れていたら掃除が必要です！

140
120
100
80
60
40
20
0

牛
群
飲
水
量（
r
）�

注）牛群：泌乳牛15頭・乾乳牛3頭  計18頭　平均乳量27.6㎏�
6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

搾乳�
横臥・反芻�

横臥・反芻�
横臥�
反芻� 搾乳�

配合給与�配合給与�配合給与�
配合・サイレージ給与�配合・サイレージ給与� ラップ・サイレージ給与�

16



17



私
は
、
今
年

の
一
月
に
友
達

か
ら
誘
わ
れ
て
、

弟
と
一
緒
に
紋

別
か
ら
計
根
別

に
来
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は

緑
の
多
さ
と
畑

の
大
き
さ
に
と

て
も
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
計
根

別
で
は
、
研
修

寮
か
ら
赤
池
雅

三
さ
ん
の
牧
場

に
通
い
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
習

期
間
は
一
年
を
目
途
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

は
未
定
で
す
。

仕
事
は
？
と
い
う
と
最
初
か
ら
判
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
が
、
赤
池
さ
ん
や
周
囲
の
皆
様
に
色
々

と
教
え
て
も
ら
っ
て
、
今
で
は
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
番
牧
草
収
穫
も
始
ま
り
ま

す
の
で
今
以
上
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、研
修
寮
で
は
五
郎
Ｓ
会
と
い
う
会
が
あ
り
、

色
々
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
る
の
で
、
と
て
も

勉
強
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
毎
週
木
曜
日
と
土

曜
日
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
っ
ち
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
面
の
目
標
は
、普
通
自
動
車
の
免
許
取
得
で
す
。

����
����

竹田　光太�シリーズ④�

こ
の
た
び
、
家

業
の
酪
農
を
継
ぐ

た
め
に
、
平
成
十

八
年
六
月
三
十
日

を
以
っ
て
退
職
す

る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

計
根
別
で
は
、
沢
山
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
時

に
は
迷
惑
を
掛
け
る
場
面
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
申
し
訳
無
い
気
持
ち
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

平
成
十
四
年
四
月
、
計
根
別
農
協
の
職
員
と
し
て
奉

職
以
来
、
こ
の
四
年
間
に
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

計
根
別
の
先
輩
達
と
の
何
気
な
い
会
話
の
な
か
で
、

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
仕
事
と
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

自
分
に
と
っ
て
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
と
な

り
ま
し
た
。

仕
事
だ
け
に
限
ら
ず
、
人
生
の
な
か
で
、
大
切
な
事

を
真
剣
に
話
し
合
え
る
先
輩
達
と
巡
り
合
い
、
本
当
に

い
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
計
根
別
を
離
れ
中
春
別
に
帰
り
ま
す

が
、
こ
の
根
室
管
内
で
同
業
者
と
し
て
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
笑
顔
で

話
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

退職にあたって　　
購買事業部生活係（Ａコープ）片野　大介
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き
り
と
り
線�

きりとり線�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D E

1

9 10 11

2

7 86

15 16

12 13 14

17 18 19

20 21 22

3 54

2423

B

A

D

C

E

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成18年７月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」８月号誌上

あ
と
が
き

六
月
は
、
根
室
地
域
特
有
の
低
温
と
日
照
不
足
が
続
き
、
一
番
牧
草
収
穫
も
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
六
月
中
旬
よ
り
コ
ン
ト
ラ
も
稼
動
、
組

合
員
皆
様
も
下
旬
か
ら
本
格
的
に
作
業
が
開
始
さ
れ
、
牧
草
収
穫
に
忙
し
い
毎
日

を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
先
月
は
作
業
中
の
事
故
が
数
件
発

生
、
ケ
ガ
に
よ
る
被
害
も
大
き
く
、
農
繁
期

を
迎
え
て
収
穫
作
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
忙
し
い
時
期
こ
そ

気
持
ち
に
余
裕
を
も
っ
て
作
業
を
行
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。
体
が
資
本
の
仕
事
（
酪
農
）

で
す
か
ら
、
事
故
や
ケ
ガ
さ
ら
に
は
健
康
管

理
に
も
十
分
な
注
意
を
払
い
、
無
事
に
一
番

牧
草
収
穫
を
終
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【タテのカギ】
１　夏休みに観察する植物と

いえば

２　タイルの継ぎ目

３　ブルーハワイをかけて食

べようかしら

４　内助の○○

５　「果物の王様」と呼ばれ

る臭うフルーツ

８　成績で良の上

９　胃袋が４つある動物

11 ジャンプするフィッシュ

13 冷奴に添えるネギやショ

ウガ

14 お鼻が長いのよ～

16 兜とセット

17 収入より支出が多い

18 ザー！ザー！うわー！

○○○降りだ…

19 寒天＋砂糖＋○○○＝水

ようかん

21 賞状を入れて飾る

22 ミーン、ミーン…

【ヨコのカギ】
１　７月４日はこの国の独立

記念日

４　大人の半額で電車に乗れ

る

６　和風のスプーン

７　モロミにつけて食べると

美味い！

９　バラバラ…。寄せ集めの

○○○の衆

10 ○○は野となれ山となれ

12 日本列島の東岸を流れる

寒流

14 ホラー映画に登場する生

き返った死体

15 ○○○より質

17 風は通すが虫は通さない

19 晴れた日の空の色

20 UVカットの化粧品が防ぐ

23 鉄を吸いつける

24 祭でワッショイ！　ワッ

ショイ！とかつぐ

クロスワードパズル６月号の答え�

マニキュア�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�

すてきなプレゼントを差し上げます。�

組織広報係でお受け取り下さい。�

小林　京子さん　西丸　トシさん�
保田　博之さん　加部　絢子さん�
須崎みづえさん　　　　　　　　　　�
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〝牛〟
６月14日養老牛地区の組合員さんや研修寮

生などが主体となり、〝京都の大文字焼き〟な

らぬ〝計根別の牛文字〟を農協モアン山で見

事に完成させた。作業は、ブラシカッターで

モアン山の笹薮を刈り取り、52線道路から携

帯電話で連絡を交わしながら〝牛〟文字を描

いたそうです。この取り組みは、地元の有志

で組織する〝五郎’S会〟により実現されたも

のですが、道外からの研修生によるアイデア

が活かされた力作です。これがキッカケとな

り地域の名所？となることを期待します。

※
今
月
の
〝
モ
ー
の
眼
差
し
〞
は
組
合
長
の
公
務
に
よ
り
休
載
致
し
ま
す
。


